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尾 形 先 生 の 思 い 出
松 居 郁 子
尾形先生は,昭和60年4月に佛教大学英文学科へいらっしゃいました。多数
の大学から請われる中,佛教大学へお迎えすることができたことは,と ても喜
ぶべきことだったと思います。
私は,尾形先生とは,3回 生の講義で初めてお会いしました。 体格 が 良 く
て,「 デーソ」 と構えてい らして,拝見するからに,「大学教授」 という印象
を受けました。また,「 少 しこわそうな先生かな?」 という印象 も受けました
が,こ れは,講 義を受けていくうちに,全 く反対の印象へと変わっていきまし
た。 とても偉大な先生でいらっしゃることには変わ りあ りませんが,と ても寛
大な心をお持ちで,先 生とお話させて頂 くと,先生のゆった りとしたお気持ち
が こちらまで届きました。そして,何 だか肩の力がフッと抜けるようにさえ思
われました。また,と ても親 しみを感 じさせて下 さる先生です。
尾形先生の講義を受け,私 は,是非 とも4回生では,尾形先生のゼ ミに入 り
たいと思 うようにな りました。そして,先生ご専門のアメリカ文学を選択し,
卒業論文のテーマにはソーロウを選び,尾形先生のご指導を受けることができ
ました。4回 生のゼ ミでは,本 当にお世話にな りました。今この機会に,当時
を思い出してみます と……
尾形先生のゼ ミは,受動的なものではなく,能動的なものでした。 自分 自身
で研究し,ゼ ミの時間にその経過を発表 し,先生の助言を頂 くとい うものでし
た。4月 の頃は,一体 どのように進めていけばよいのか,何 か ら手をつけてい
けばよいのか,と ても悩んだものでした。そのような時,先 生は,「下書きに
使 うノートは,僕 はこんなのを使っているよ」,「ノー トは1行 おきに使 ってい
るよ」などと,助言を下さいました。そんなことぐらいでと思われるかもしれ
尾形先生の思い出
ませんが,私 は,こ うした助言が きっかけで,少 しずつ研究を進めてい くこと
が できま した。私は,ま ず,先 生の使われ ているノー トと同 じものを手に入れ
ました。 ノー トを開 き,参 考文献 を開 き,ペ ンを手に と り,先 生のお顔 を思 い
浮かべ,机 の前 に坐 りました。す る と,今 まで全 く動かなかったペ ンを持つ手
が,ゆ っ くりとではあ ります が,ノ ー トの上を滑 ってい くよ うにな りま した。
思わず笑みが こぼれ,「 尾形先生 あ りが とうございます」 と,口 ずさんでいま
した。
先 生の ご指導 には,一 つ のお考 えがあ った よ うです。 それ は,厂 好 きこそ物
の上手 なれ」 です。 い くら勉強の嫌いな学生のお尻をたた き,強 制 して も,決
して効果 のあ る ものではない とお考}xだった よ うです。それで,4回 生のゼ ミ
で も,決 して テキス トを決め ることな く,各 自のテーマに取 り組む ことがで き
るよ うに して下 さったのだ と思 います。 自分で選んだテ ーマなのです か ら,強
制 されな くて もで きるはずです。
尾形先 生は,ま た,学 問だけで な く,い ろいろな方面 に精通 してい らっしゃ
います。車 の運転,乗 馬,ゴ ル フ,碁,将 棋,カ メラ等 々,多 くの趣味をお持
ちです。 研 究室 の机 の引き出しには,い つ も カメ ラを 入れ て い らっしゃい ま
す。何枚か撮 って頂いた こともあ ります。 厂もっと リラ ックス して」 と,ま る
で プロの カメラマンに撮 って頂 いている ようでした。多 くの趣味 をお持 ちのせ
いか,先 生は とて も若kし くてい らっ しゃい ます。学内でお会 いす る と,い つ
も右 手をあげて,気 軽 に 「やあ!」 と声をかけて下 さいます。 「京都大学名誉
教授」 とい う肩 書 きをお持 ちの先生ですが,厂 名誉教授」か ら想像す るには,
あま りにも若kし く,輝 いてい らっしゃい ます。
この度,定 年退職 され るとお聞 きし,先 生 の思い出を頭 に浮かぶままに書 き
ました。尾形先生,本 当にあ りが とうござい ました。 これ か らは,先 生 のご指
導を受 け ることがで きま した こ とを,私 の誇 りに してい きた いと思 ってお りま
す。
いつ まで も若kし く,輝 いてい らして下 さい。
